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文内容の要旨
本論文は，弾性表面波導波路の不連続部に関する理論的研究の成果をまとめたもので， 7章からな
っている O
第 l章は序論であって 本研究に関連する従来の研究の概要を述べるとともに，著者が行なった研
究の目的と意義とを示して，本論文がこの分野において占める地位を明らかにしたものである O
第 2章は，圧電性媒質からなる弾性表面波導波路の不連続部の解析の基礎となる理論式を導いたも
のである。すなわち まず圧電性媒質におけるSH(Shear-Hor i zonta 1)波に対するグリーン関数を
求め，ついで，それを用いて，圧電性弾性表面波導波路の不連続部の解析に適した， SHタイプ圧
弾性波の積分表示を導出している O
第 3章は，磁性媒質からなる弾性表面波導波路の不連続部の解析の基礎となる理論式を導いたもの
である D すなわち，まず磁性媒質における SH波に対するグリーン関数を求め，ついで，それを用い
て，非可逆性を有する磁気弾性表面波導波路の不連続部の解析に適したSHタイフ。磁気弾性波の積分
表示を導出している O
第 4章は，圧電性弾性表面波導波路の不連続部を，第 2章で導出した積分表示を用いて解析したも
のである O すなわち，圧電性媒質からなる弾性表面波導波路のコーナおよびステッフ。状不連続部にお
ける BG(Bleus tein -Gulyaev)波の反射，透過および散乱の問題を，第 2章で導いた積分表示を用
いて解析し，コーナ角度，ステップの高さ，媒質の電気機械結合係数などをパラメータとする多くの
数値計算例を示して，その模様を明らかにしている。また，本章で行なった解析の精度についても検
討している O
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第 5章 は, 磁気弾性表面波導波路の 不連続部を , 第3章で導出した積分表示を用 い て解析 したもの
で ある ｡ すをわち, 磁性媒質からなる弾性表面波導波路の コ ー ナ お よびス テ ッ プ状不連続部 に おける
S Hタイ プ の 磁気弾性表面波の 反射 , 透過お よび散乱の 問題を, 第 3章で導 い た積分表示を用 い て解
析 し, 特 に コ ー ナ に関して は多くの数値計算例を示して定量的な考察を加え , コ ー ナ 角度, 媒質の 磁
気機械結合係数, 非可 逆性をどの 影響を明 ら か に し て い る｡ ま た , 本章で行な っ た解析の 精度 に つ い
て も検討して い る ｡
第6章は, 圧電性弾性表面波導波路の 凹部 に おけるB G波 の 伝搬特性を解析したもの である ｡ すな
わち , 第 2章で求めた精分表示 を用 い て得 られる積分方程式を数値的 に解くこ と に より , 圧電性弾性
表面波導波路の 凹部に お ける BG波 の 反射 , 透過 および散乱の模様を明らかに して , こ れ まで弾性波
導波路の 不連続問題の解析 に ほとん ど用 い られて い をか っ た積分方程式法 が有効で ある ことを示すと
とも に , 凹部 の 等価回路表示を導き , こ の 等価回路 に より多数の 凹部からなる グ レイ テ ィ ン グ に よる
B G波 の 反射 , 透過 および散乱の模様を明らかに して い る ｡
第7章は結論で あ っ て , 本研究の成果を総括して述 べ たもの で ある ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は , 弾性表面波導波路の 不連続部に 関する理 論的研 究 の 成果をまと めたもの で , そ の主要な
成果を要約すると次の とお りで ある ｡
すなわち, まず弾性表面波導波路の種 々 の 不連続部の 解析の 基礎とをる積分表示 を導出し , 実用上
き わめて重要で ある にもかか わらず , 未 だ十分解明 さ れ て い をか っ た不連続部の 問題を取 り扱う有効
を技法を展開して い る ｡ ま た , こ れらの 積分表示 を適用して , 実際 に圧電性媒質お よび磁性媒質から
をる弾性表面波導波路の 具体的な不連続問題を詳細 に解析し , 多く の数値計算例を示 して不連続部 に
おける弾性表面波の伝搬特性を明 らか に し て い る｡ さ ら に , 弾性表面波導波路の不連続問題を積分方
程式に よ っ て 解析する こ とを試み ,
'
具体例 に つ い て多くの詳細な数値計算結果を示 し, こ の 手法の 有
効性を明らか に し て い る｡
以上 の ように , 本論文は圧電性媒質および磁性媒質からなる弾性表面波導波路 にお ける不連続問題
を詳細に解析 し , 学術上興味 ある多く の 知 見を得るとと も に , マ イ ク ロ 波回路素子の小型化 ･ 集積化
に弾性表面波を応用するため の 重要な基礎資料と設計の 指針とを与え たもの で あ っ て , 通信工 学の発
展 に寄与すると こ ろが多 い ｡ よ っ て , 本論文は博士論文とし て 価値 あるもの と認める ｡
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